
ミニトマト（ナス科） 【令和7年1月1日現在の農薬登録内容】2025版 

病害虫名 農薬名 区分 使用濃度 収穫前日数 使用回数 備考

スタークル粒剤 1g/株 定植時 1回 植穴土壌混和

ベストガード粒剤 1～2g/株 定植時 1回 植穴処理土壌混和

スタークル粒剤 1～2g/株 定植時 1回 植穴土壌混和

1～2g/株 育苗期 株元処理

1～2g/株 定植時 植穴処理土壌混和

ダコニール１０００ 1000倍 前日 2回 予防剤

プロポーズ顆粒水和剤 1500倍 前日 2回 予防+治療剤

灰色かび病 ロブラール水和剤 1000～1500倍 前日 3回 治療剤

トリフミン水和剤 3000～5000倍 前日 5回 治療剤

ベルクートフロアブル 4000倍 前日 2回 治療剤

チェス顆粒水和剤 5000倍 前日 3回

アニキ乳剤 1000～2000倍 前日 3回

ハモグリバエ類 ディアナＳＣ 2500～5000倍 前日 2回

ディアナＳＣ 2500～5000倍 前日 2回

プレオフロアブル 1000倍 前日 2回

プレバソンフロアブル５ 2000倍 前日 3回

みずな　（アブラナ科）

病害虫名 農薬名 区分 使用濃度 収穫前日数 使用回数 備考

アブラムシ類 ダントツ粒剤 600g/a 播種時 1回 播溝処理土壌混和

立枯病 ダコニール１０００ 1000倍 播種時 1回
1㎡あたり3L
土壌灌注

軟腐病 ヨネポン水和剤 500倍 14日 4回 予防剤

カスケード乳剤 2000倍 7日 2回

アファーム乳剤 1000～2000倍 7日 3回

「農薬の使用は、使用基準を確認し、周りの他作物に農薬が飛散しないようにすること」
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※プロポーズ顆粒水和剤はダコニール１０００と同成分を含む混合剤のため、総使用回数に注意する。
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